
内容

〇認知症の人の視点に立って認知症への
社会の理解を深めるキャンペーンの実施

・認知症への社会の理解を深めるための全国的なキャンペー
ンを展開

〇認知症サポーターの養成と活動の支援

・認知症サポーターを量的に養成するだけでなく、活動の任意
性を維持しながら、認知症サポーターが様々な場面で活躍して
もらうことに重点をおく
・認知症サポーター養成講座を修了した者が復習もかねて学
習する機会を設け、より上級な講座など、地域や職域の実情に
応じた取組を推進

〇学校教育等における認知症の人を含む
高齢者への理解の推進

・学校で認知症の人を含む高齢者への理解を深めるような教
育を推進
・小・中学校で認知症サポーター養成講座を開催
・大学等で学生がボランティアとして認知症高齢者等と関わる
取組を推進

〇本人主体の医療・介護等の徹底

〇発症予防の推進

〇早期診断・早期対応のための体制整備

・かかりつけ医の認知症対応力向上、認知症サポート医の養
成等
・歯科医師・薬剤師の認知症対応力向上
・認知症疾患利用センター等の整備
・認知症初期集中支援チームの設置

〇行動・心理症状（BPSD）や
身体合併症等への適切な対応

・医療機関・介護施設等での対応が固定化されないように、最
も相応しい場所で適切なサービスが提供される循環型の仕組
みを構築
・行動・心理症状（BPSD）への適切な対応
・身体合併症等に対応する一般病院の医療従事者の認知症
対応力向上
・看護職員の認知症対応力向上
・認知症リハビリテーションの推進

〇認知症の人の生活を支える介護の提供
・介護サービス基盤の整備
・認知症介護の実践者→実践リーダー→指導者の研修の充実
・新任の介護職員等向けの認知症介護基礎研修の実施

〇人生の最終段階を支える
医療・介護等の連携

〇医療・介護等の有機的な連携の推進

・認知症ケアパス（認知症の容態に応じた適切なサービス提供
の流れ）の積極的活用
・医療・介護関係者等の間の情報共有の推進
・認知症地域支援推進員の配置、認知症ライフサポート研修の
積極的活用
・地域包括支援センターと認知症疾患利用センターとの連携の
推進

3.若年性認知症施策の
強化

項目

（表2）　新オレンジプランの概要

・若年性認知症の人やその家族に支援のハンドブックを配布
・都道府県の相談窓口に支援関係者のネットワークの調整役を配置
・若年性認知症の人の居場所づくり、就労・社会参加等を支援

1.認知症への理解を深
めるための普及・啓発の
推進

2.認知症の容態に応じ
た適時・適切な医療・介
護等の提供



内容

〇認知症の人の介護者の負担軽減
・認知症初期集中支援チーム等による早期診断・早期対応
・認知症カフェ等の設置

〇介護者たる家族等への支援 ・家族向けの認知症介護教室等の普及促進

〇介護者の負担軽減や仕事と介護の両立
・介護ロボット、歩行支援機器等の開発支援
・仕事と介護が両立できる職場環境の整備

〇生活の支援（ソフト面）

・家事支援、配食、買物弱者への宅配の提供等の支援
・高齢者サロン等の設置の推進
・高齢者が利用しやすい商品の開発の支援
・新しい介護食品（スマイルケア食）を高齢者が手軽に活用でき
る環境整備

〇生活しやすい環境（ハード面）の整備

・多様な高齢者向け住まいの確保
・高齢者の生活支援を行う施設の住宅団地等への併設の推進
・バリアフリー化の推進
・高齢者が自ら運転しなくても移動手段を確保できるよう公共
交通を充実

〇就労・社会参加支援
・就労、地域活動、ボランティア活動等の社会参加の促進
・若年性認知症の人が通常の事務所での雇用が困難な場合
の就労継続支援（障害福祉サービス）

〇安全確保

・独居高齢者の安全確認や行方不明者の早期発見・保護を含
めた地域での見守り体制の整備
・高齢歩行者や運転能力の評価に応じた高齢運転者の交通安
全の確保
・詐欺などの消費者被害の防止
・成年後見制度（特に市民後見人）や法テラスの活用促進
・高齢者の虐待防止

6.認知症の予防法、診
断法、治療法、リハビリ
テーションモデル、介護
モデル等の研究開発及
びその成果の普及の推
進

〇認知症の人の視点に立って認知症への
社会の理解を深めるキャンペーンの実施
（再掲）

・認知症への社会の理解を深めるための全国的なキャンペー
ンを展開

〇初期段階の認知症の人のニーズ把握や
生きがい支援

・認知症の人が必要と感じていることについて実態調査を実施
・認知症の人の生きがいづくりを支援する取組を推進

〇認知症施策の企画・立案や評価への認
知症の人やその家族の参画

・認知症の人やその家族の視点を認知症施策の企画・立案や
評価に反映させるための好事例の収集や方法論の研究

「認知症施策推進総合戦略～認知症高齢者等にやさしい地域づくりに向けて～（新オレンジプラン）」（概要）を参考に作成
http://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-12304500-Roukenkyoku-Ninchishougyakutaiboushitaisakusuishinshitsu/01_1.pdf

7.認知症の人やその家
族の視点の重視

項目

4.認知症の人の介護者
への支援

5.認知症の人を含む高
齢者にやさしい地域づく
りの推進

・高品質・高効率なコホートを全国に展開するための研究等を推進
・認知症の人が容易に研究に参加登録できるような仕組みを構築
・ロボット技術やICT技術を活用した機器等の開発支援・普及促進
・ビッグデータを活用して地域全体で認知症予防に取り組むスキームを開発


